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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１軸心（Ｃ1 ）を中心として円形状に形成される一対の平行な板状の壁部（２）（２
）と、該壁部（２）（２）間に設けられ上記第１軸心（Ｃ1 ）廻りに揺動可能に枢結され
ると共に該第１軸心（Ｃ1 ）を中心として外歯型に形成された一対の円弧状ギヤ部（４）
（４）と、上記一対の壁部（２）（２）の各々に該第１軸心（Ｃ1 ）を対称軸として９０
度毎の回転対称位置に配設された４つのくさび形窓部（21）（21）（21）（21）と、該く
さび形窓部（21）内にて移動可能に配設されかつ一面側が上記ギヤ部（４）に噛合可能な
歯面（31）とされ他面側が上記くさび形窓部（21）の外方側のくさび面（21ａ）に当接す
る当接面（32）とされて該歯面（31）が該ギヤ部（４）に噛合しかつ該当接面（32）が該
くさび面（21ａ）に当接し該ギヤ部（４）が一方向へ揺動するのを抑制する浮動くさび部
材（３）と、上記一対のギヤ部（４）（４）を有すると共に該一対のギヤ部（４）（４）
を上記浮動くさび部材（３）が挿通する逃がし窓部（43）（43）を介して上記第１軸心（
Ｃ1 ）を中心として円形状に包囲する円環保護部（42）を有する板状の揺動ギヤ部材（40
）と、を具備し、
　上記第１軸心（Ｃ1 ）を対称軸として１８０度の回転対称位置に一対の上記浮動くさび
部材（３）（３）を配設し、
　さらに、４つの上記くさび形窓部（21）の上記くさび面（21ａ）は、上記第１軸心（Ｃ

1 ）と偏心し、かつ、該第１軸心（Ｃ1 ）を対称軸として９０度毎の回転対称位置となる
第２軸心（Ｃ2 ）を順次中心とした円弧状に形成され、
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　上記壁部（２）（２）の第１半径寸法（Ｒ）と上記円環保護部（42）の第２半径寸法（
ｒ）とを相等しく設定すると共に一対の上記壁部（２）（２）の間隔寸法（Ｔ）と上記円
環保護部（42）の上記第１軸心（Ｃ1 ）方向の厚み寸法（ｔ）とを同等に形成し、
　所定長さの一文字状に形成されたバネ線材（５）の一方端（５ａ）が当接する当接ピン
部（22）と、他方端（５ｂ）が枢支される枢軸ピン部（23）と、を上記壁部（２）（２）
の外側面（２ａ）（２ａ）であって、かつ、各くさび形窓部（21）の周方向の両端各近傍
に突設し、上記くさび形窓部（21）から露出した上記浮動くさび部材（３）に、上記バネ
線材（５）を当接させ、上記ギヤ部（４）へ押し付ける方向に弾発付勢するように構成し
たことを特徴とする角度調整金具。
【請求項２】
　第１軸心（Ｃ1 ）を中心として円形状に形成される一対の平行な板状の壁部（２）（２
）と、該壁部（２）（２）間に設けられ上記第１軸心（Ｃ1 ）廻りに揺動可能に枢結され
ると共に該第１軸心（Ｃ1 ）を中心として外歯型に形成された一対の円弧状ギヤ部（４）
（４）と、上記一対の壁部（２）（２）の各々に該第１軸心（Ｃ1 ）を対称軸として１８
０度の回転対称位置に配設された２つのくさび形窓部（21）（21）と、該くさび形窓部（
21）内にて移動可能に配設されかつ一面側が上記ギヤ部（４）に噛合可能な歯面（31）と
され他面側が上記くさび形窓部（21）の外方側のくさび面（21ａ）に当接する当接面（32
）とされて該歯面（31）が該ギヤ部（４）に噛合しかつ該当接面（32）が該くさび面（21
ａ）に当接し該ギヤ部（４）が一方向へ揺動するのを抑制する浮動くさび部材（３）と、
上記一対のギヤ部（４）（４）を有すると共に該一対のギヤ部（４）（４）を上記浮動く
さび部材（３）が挿通する逃がし窓部（43）（43）を介して上記第１軸心（Ｃ1 ）を中心
として円形状に包囲する円環保護部（42）を有する板状の揺動ギヤ部材（40）と、を具備
し、
　上記第１軸心（Ｃ1 ）を対称軸として１８０度の回転対称位置に一対の上記浮動くさび
部材（３）（３）を配設し、
　さらに、２つの上記くさび形窓部（21）の上記くさび面（21ａ）は、上記第１軸心（Ｃ

1 ）と偏心し、かつ、該第１軸心（Ｃ1 ）を対称軸として１８０度の回転対称位置となる
第２軸心（Ｃ2 ）を順次中心とした円弧状に形成され、
　上記壁部（２）（２）の第１半径寸法（Ｒ）と上記円環保護部（42）の第２半径寸法（
ｒ）とを相等しく設定すると共に一対の上記壁部（２）（２）の間隔寸法（Ｔ）と上記円
環保護部（42）の上記第１軸心（Ｃ1 ）方向の厚み寸法（ｔ）とを同等に形成し、
　所定長さの一文字状に形成されたバネ線材（５）の一方端（５ａ）が当接する当接ピン
部（22）と、他方端（５ｂ）が枢支される枢軸ピン部（23）と、を上記壁部（２）（２）
の外側面（２ａ）（２ａ）であって、かつ、各くさび形窓部（21）の周方向の両端各近傍
に突設し、上記くさび形窓部（21）から露出した上記浮動くさび部材（３）に、上記バネ
線材（５）を当接させ、上記ギヤ部（４）へ押し付ける方向に弾発付勢するように構成し
たことを特徴とする角度調整金具。
【請求項３】
　上記揺動ギヤ部材（40）は、上記一対のギヤ部（４）（４）と、該一対のギヤ部（４）
（４）から突設される取付片部（45）と、上記逃がし窓部（43）（43）と、上記円環保護
部（42）と、上記一対のギヤ部（４）（４）を連結する連結部（44）と、を一体状に有し
ている請求項１又は２記載の角度調整金具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一方側の部材と他方側の部材との成す角度を所望の角度に設定できる角度調
整金具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１記載のように、座いす等の背もたれ部を座部に対して使用者の所望す
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る角度に揺動角度を調整可能な角度調節金具は、１つの歯片をギヤ部に噛合させることで
、座部に対する背部の角度を所望の位置で保持させ、背部が倒れる一方向への揺動を抑制
するものが知られている。
【０００３】
　この背部の角度を保持する際、背部にかかる人からの荷重を歯片とギヤ部とで集中的に
受けるため、ギヤ部や歯片を大きく形成して、噛合部の面圧を軽減していた。
【特許文献１】実公昭５９－２０１１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、ギヤ部や爪片が大きな角度調整金具では、取付位置が限定されるという問題が
あった。また、ソファーや座いす等の内部に埋設した場合は、膨らみが生じ、デザイン性
が損なわれるという問題があった。単に、ギヤ部等を薄くすると、人からの荷重を支持で
きず、噛合部で滑りが生じたり破損する虞があるという問題があった。
【０００５】
　そこで、本発明は、荷重を十分に支持し、小型かつ薄型の角度調節金具の提供を目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の角度調整金具は、第１軸心を中心として円形状に形成される一対の平行な板状
の壁部と、該壁部間に設けられ上記第１軸心廻りに揺動可能に枢結されると共に該第１軸
心を中心として外歯型に形成された一対の円弧状ギヤ部と、上記一対の壁部の各々に該第
１軸心を対称軸として９０度毎の回転対称位置に配設された４つのくさび形窓部と、該く
さび形窓部内にて移動可能に配設されかつ一面側が上記ギヤ部に噛合可能な歯面とされ他
面側が上記くさび形窓部の外方側のくさび面に当接する当接面とされて該歯面が該ギヤ部
に噛合しかつ該当接面が該くさび面に当接し該ギヤ部が一方向へ揺動するのを抑制する浮
動くさび部材と、上記一対のギヤ部を有すると共に該一対のギヤ部を上記浮動くさび部材
が挿通する逃がし窓部を介して上記第１軸心を中心として円形状に包囲する円環保護部を
有する板状の揺動ギヤ部材と、を具備し、上記第１軸心を対称軸として１８０度の回転対
称位置に一対の上記浮動くさび部材を配設し、さらに、４つの上記くさび形窓部の上記く
さび面は、上記第１軸心と偏心し、かつ、該第１軸心を対称軸として９０度毎の回転対称
位置となる第２軸心を順次中心とした円弧状に形成され、上記壁部の第１半径寸法と上記
円環保護部の第２半径寸法とを相等しく設定すると共に一対の上記壁部の間隔寸法と上記
円環保護部の上記第１軸心方向の厚み寸法とを同等に形成し、所定長さの一文字状に形成
されたバネ線材の一方端が当接する当接ピン部と、他方端が枢支される枢軸ピン部と、を
上記壁部の外側面であって、かつ、各くさび形窓部の周方向の両端各近傍に突設し、上記
くさび形窓部から露出した上記浮動くさび部材に、上記バネ線材を当接させ、上記ギヤ部
へ押し付ける方向に弾発付勢するように構成したものである。
【０００７】
　また、第１軸心を中心として円形状に形成される一対の平行な板状の壁部と、該壁部間
に設けられ上記第１軸心廻りに揺動可能に枢結されると共に該第１軸心を中心として外歯
型に形成された一対の円弧状ギヤ部と、上記一対の壁部の各々に該第１軸心を対称軸とし
て１８０度の回転対称位置に配設された２つのくさび形窓部と、該くさび形窓部内にて移
動可能に配設されかつ一面側が上記ギヤ部に噛合可能な歯面とされ他面側が上記くさび形
窓部の外方側のくさび面に当接する当接面とされて該歯面が該ギヤ部に噛合しかつ該当接
面が該くさび面に当接し該ギヤ部が一方向へ揺動するのを抑制する浮動くさび部材と、上
記一対のギヤ部を有すると共に該一対のギヤ部を上記浮動くさび部材が挿通する逃がし窓
部を介して上記第１軸心を中心として円形状に包囲する円環保護部を有する板状の揺動ギ
ヤ部材と、を具備し、上記第１軸心を対称軸として１８０度の回転対称位置に一対の上記
浮動くさび部材を配設し、さらに、２つの上記くさび形窓部の上記くさび面は、上記第１
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軸心と偏心し、かつ、該第１軸心を対称軸として１８０度の回転対称位置となる第２軸心
を順次中心とした円弧状に形成され、上記壁部の第１半径寸法と上記円環保護部の第２半
径寸法とを相等しく設定すると共に一対の上記壁部の間隔寸法と上記円環保護部の上記第
１軸心方向の厚み寸法とを同等に形成し、所定長さの一文字状に形成されたバネ線材の一
方端が当接する当接ピン部と、他方端が枢支される枢軸ピン部と、を上記壁部の外側面で
あって、かつ、各くさび形窓部の周方向の両端各近傍に突設し、上記くさび形窓部から露
出した上記浮動くさび部材に、上記バネ線材を当接させ、上記ギヤ部へ押し付ける方向に
弾発付勢するように構成したものである。
【０００８】
　また、上記揺動ギヤ部材は、上記一対のギヤ部と、該一対のギヤ部から突設される取付
片部と、上記逃がし窓部と、上記円環保護部と、上記一対のギヤ部を連結する連結部と、
を一体状に有しているものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の角度調整金具によれば、一対の浮動くさび部材をギヤ部に両側から挟むように
噛合させ、浮動くさび部材及びギヤ部の噛合部の面圧を軽減できる。したがって、浮動く
さび部材の歯面とギヤ部とを小型で薄いものにできる。荷重が均等にかかり耐久性が向上
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、実施の形態を示す図面に基づき本発明を詳説する。
　図１は本発明の第１の実施の形態を示す要部側面図である。図２は分解斜視図である。
図３は組立状態の斜視図である。図４は、揺動後の状態を示す要部側面図である。
　なお、本発明に於て、第１軸心Ｃ1 方向から見た図を側面図と呼ぶ。また、説明を容易
にするために「第１軸心Ｃ1 を対称軸とした回転対称位置」を、単に「回転対称位置」と
呼ぶ場合がある。
　本発明の角度調整金具は、例えば、ソファーの背部及び両側の肘掛部等の傾斜角度を調
整可能にする金具として使用されるものである。
　なお、座いすやマッサージチェアー、ヘッドレスト、フットレスト、等以外にも、例え
ば、扉を開閉させるような、２つの部材を揺動可能に連結するために用いても良い。
【００１１】
　図１乃至図４に於て、角度を調整すべき部材同士の揺動（枢着）の中心である第１軸心
Ｃ1 を中心として円形状に形成される一対の平行な壁部２，２と、第１軸心Ｃ1 を対称軸
として９０度毎の回転対称位置に配設された４つのくさび形窓部21，21，21，21と、第１
軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置に配設される一対の浮動くさび部材３，
３と、第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度回転対称位置に配設された一対のギヤ部４，
４と、浮動くさび部材３をギヤ部４に常時弾発付勢するバネ線材５と、壁部２，２を第１
軸心Ｃ1 方向から挟むカバー部材６と、壁部２とギヤ部４とカバー部材６とを同心状に枢
着する枢着軸７と、を備えている。
【００１２】
　一対の壁部２，２は、円形板状に形成されている。一対の壁部２，２の各々に第１軸心
Ｃ1 を対称軸として９０度毎の回転対称位置に４つのくさび形窓部21，21，21，21を貫設
している。壁部２の外側面（第１軸心Ｃ1 の外方の面）２ａ，２ａかつ、各くさび形窓部
21の周方向の両端各近傍に、バネ線材５の一方端５ａが当接する当接ピン部22と、バネ線
材５の他方端５ｂが枢支される枢軸ピン部23と、を突設している。また、第１軸心Ｃ1 と
同心状に中心孔を貫設している。
【００１３】
　一対の壁部２，２の間をギヤ部４を内装可能な間隔寸法Ｔに設定している。ギヤ部４を
収納するケース部としている。各壁部２は、第１軸心Ｃ1 のラジアル外方向に板状の取着
片部25を突設している。各壁部２及び各取着片部25を対面状に配設し、取着片部25を面接
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触させてスポット溶接等によって一体状に固着している。取着片部25は、揺動すべき部材
等を取着するための取着貫孔25ｂを有している。一体状となった取着片部25，25を取着ア
ーム部としている。
　つまり、本発明は、壁部２と取着片部25とを有する２枚の板状部材を対面状に貼り合わ
せて、ギヤ部４を内装可能な一対の壁部２，２（ケース部）と、揺動すべき部材等を取着
するための取着片部（取着アーム部）を形成した揺動ケース部材20を備えている。また、
当接ピン部22及び枢軸ピン部23は、壁部２にピン部材を圧入して設けている。
【００１４】
　くさび形窓部21は、第１軸心Ｃ1 寄りを内方側とした場合、外方側に円弧状のくさび面
21ａを形成している。各くさび面21ａは、第１軸心Ｃ1 と偏心し、かつ、第１軸心Ｃ1 を
対称軸として９０度毎の回転対称位置となる第２軸心Ｃ2 を順次中心として形成されてい
る。ギヤ部４に接近していくように形成している。つまり、図１に示す矢印Ｎ1 の方向に
形成されるにつれて、くさび面21ａとギヤ部４の間が次第に小さく（縮小する）なるよう
に形成されている。また、内方側の円弧面21ｃから突設し、浮動くさび部材３を誘導する
浮動段付部21ｂを形成している。また、ギヤ部４と噛合していない状態（噛合解除状態）
の浮動くさび部材３を収納可能な退避空間部21ｄを有している。なお、矢印Ｎ1 方向とは
、ギヤ部４の揺動を抑制すべき周方向と同じ回転方向である。
【００１５】
　浮動くさび部材３は、第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置に配設され
ている。１８０度の回転対称位置のくさび形窓部21，21に、各々挿通されている。浮動く
さび部材３は、壁部２，２の第１幅寸法Ｗ1 よりも僅かに大きな第２幅寸法Ｗ2 に形成さ
れている。くさび形窓部21に挿通させた状態で、壁部２，２の外側面２ａ，２ａから一部
（両側端側）を突出状に露出している。
【００１６】
　また、浮動くさび部材３は、くさび形窓部21内にて移動可能に配設されている。一面側
がギヤ部４に噛合可能な歯面31に形成されている。他面側がくさび面21ａに当接する円弧
状の当接面32に形成されている。
　ギヤ部４が揺動し、歯面31がギヤ部４に噛合して浮動くさび部材３が移動した際に、当
接面32は、くさび面21ａに案内され、浮動くさび部材３をギヤ部４とくさび面21ａの間に
くさび状に配設させるように形成している。ギヤ部４が揺動するのを浮動くさび部材３が
抑制するように形成されている。つまり、浮動くさび部材３は、歯面31がギヤ部４に噛合
しかつ当接面32がくさび面21ａに当接しギヤ部４が一方向へ揺動するのを抑制するもので
ある。また、浮動くさび部材３は、浮動段付部21ｂに当接して、ギヤ部４から離間する方
向に自らを誘導する誘導勾配面33を有している。誘導勾配面33は歯面31の後縁部に形成さ
れている。
【００１７】
　一対のギヤ部４，４は、第１軸心Ｃ1 を中心とした円弧状に形成されている。また、外
歯型の板状に形成されている。一対の壁部２，２の間に第一軸心Ｃ1 廻りに揺動可能に枢
結されている。第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度回転対称位置に形成されている。一
対のギヤ部４，４からは、板状の取付片部45が第１軸心Ｃ1 のラジアル外方向に突設され
ている。また、浮動くさび部材３が挿通可能な逃がし窓部43，43を介して第１軸心Ｃ1 を
中心として円形状に形成される板状の円環保護部42に包囲されている。また、取付片部45
の突設側とは反対側方向には、円環保護部42と結合する連結部44が突設されている。
　つまり、本発明は、ギヤ部４と、円環保護部42と、逃がし窓部43，43と、連結部44と、
取付片部45と、を一体状に形成した一枚板状の揺動ギヤ部材40を備えている。
【００１８】
　一対のギヤ部４，４は、円環保護部42の内方側で、取付片部45の基端部45ａと連結部44
によって強度の強い両持ち梁状に支持されている。基端部45ａに応力集中が発生しにくい
形状となっている。また、第１軸心Ｃ1 と同心状に中心貫孔を設けている。取付片部45は
、揺動すべき部材等を取着可能な複数の取付貫孔45ｂを有している。また、ギヤ部４は、
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一端部側（噛合終点部側）に、浮動くさび部材３をくさび形窓部21の退避空間21ｄへ押圧
する押込突部４ａが形成されている。また、押込突部４ａが形成されるギヤ部４の一端部
側とは反対側の他端部（噛合始点側）に、退避空間部21ｄに収納された浮動くさび部材３
を押し出す押出突部４ｂが形成されている。
【００１９】
　円環保護部42は、第１軸心Ｃ1 を中心とした外周の第２半径寸法ｒは、一対の壁部２，
２の第１軸心Ｃ1 を中心とした外周の第１半径寸法Ｒと、相等しく設定している。
　また、円環保護部42の第１軸心Ｃ1 の方向の厚み寸法ｔは、一対の壁部２，２の間隔寸
法Ｔと同等に設定されている。なお、公差等（加工・組立や摺動性を考慮した寸法等）に
よる、微小な隙間寸法は存在する。
【００２０】
　一対の壁部２，２の第１外周面２ｂ，２ｂと、円環保護部42の第２外周面42ｂと、は面
一状（組立・加工公差の範囲内での僅かな段差や隙間しかないように）に形成されている
。一対の壁部２，２の間やギヤ部４近傍への異物の侵入を阻止している。ギヤ部４及び浮
動くさび部材３の噛合部や摺動部を保護している。
【００２１】
　バネ線材５は、所定長さに切断され、一文字状に形成されている。一方端５ａは直線状
に形成され、他方端５ｂは、枢軸ピン部23に外嵌可能に鉤状乃至円形状に曲げ加工されて
いる。
　一対壁部２，２の外側面２ａ，２ａから露出した（突出した）浮動くさび部材３の当接
面32に、接触して円弧状になる。円弧状から直線状（一文字状）に戻ろうとする復元力を
弾発付勢力としている。即ち、ギヤ部４へ押し付ける方向に弾発付勢するように配設され
ている。また、１つの浮動くさび部材３に対して、壁部２，２を介して第１軸心Ｃ1 方向
に２つ設けている。合計で４つ設けられている。
【００２２】
　円形状のカバー部材６は、薄型の円形状（円盤状）に形成されている。壁部２の外側面
２ａを覆うように形成されている。外周の第３半径寸法Ｌは、第１半径寸法Ｒ及び第２半
径寸法ｒと相等しく設定している。浮動くさび部材３やバネ線材５及び、くさび形窓部21
から露出するギヤ部４を、第１軸心Ｃ1 方向の両側から覆うように施蓋状に配設されてい
る。動作する浮動くさび部材３やバネ線材５及びくさび形窓部21から露出するギヤ部４に
、異物が混入しないように、保護している。露出した動作部（ギヤ部４、浮動くさび部材
３、バネ線材５等）によってソファー等の生地やクッションを損傷させないようにしてい
る。また、第１軸心Ｃ1 と同心状に貫孔を設けている。
【００２３】
　第１の実施の形態の使用方法（作用）について説明する。
　先ず、図１と図４及び図５を用いて、揺動ケース部材20の取着片部25をソファーの固定
側である座部Ａに取着し、揺動ギヤ部材40の取付片部45をソファーの揺動側である背部Ｂ
に取着した状態で、座部Ａ及び背部Ｂが水平状となっている図４に示す状態から、背部Ｂ
を起立状に揺動させ、背部の傾倒（傾斜）角度を調整する場合を説明する。
【００２４】
　図４及び図５（ａ）に於て、浮動くさび部材３が、ギヤ部４に噛合し、かつ、くさび形
窓部21のくさび面21ａに当接面32が当接し、くさび作用によって、ギヤ部４の揺動が阻止
されている。この状態から、背部Ｂを起立方向に揺動させると、くさび面21ａとギヤ部４
の間が拡大する方向（矢印Ｎ2 方向）にギヤ部４は揺動する。図５（ｂ）に示すように、
浮動くさび部材３の当接面32は、くさび面21ａから離れて、くさび面21ａとの間に僅かな
隙間ｄが形成される。さらにギヤ部４（背部Ｂ）を揺動させると、浮動くさび部材３の誘
導勾配面33がくさび形窓部21の浮動段付部21ｂに当接し、図５（ｃ）に示すように、浮動
くさび部材３とギヤ部４との噛合が解除される。浮動くさび部材３の歯面31がギヤ部４に
弾かれるようにカチカチと音を立てて乗り越える。ギヤ部４の揺動（背部Ｂ）を使用者の
所望の位置で停止すると、バネ線材５（図５に於ては省略した。）によって、歯面31がギ
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ヤ部４に噛合する。ギヤ部４（背部Ｂ）は、噛合した浮動くさび部材３の当接面32がくさ
び面21ａに接触するまで僅かにＮ2 方向とは反対方向の矢印Ｎ3 方向に揺動する。矢印Ｎ

3 方向に僅かに揺動した後、くさび作用によりギヤ部４（背部Ｂ）の揺動は規制される。
背部Ｂは、座部Ａに対して所望の傾倒（傾斜）角度をもって保持される。
【００２５】
　また、図５（ｄ）に示すように、ギヤ部４（背部Ｂ）を所定量（ギヤ部４の終点部迄）
、揺動させると、ギヤ部４の押込突部４ａが浮動くさび部材３に当接し、浮動くさび部材
３はギヤ部４を押圧する。誘導勾配面33が浮動段付部21ｂを摺動し、浮動くさび部材３は
案内（誘導）され、図１及び図５（ｅ）に示すようにくさび形窓部21の後端に形成された
退避空間部21ｄに収納される。ギヤ部４の矢印Ｎ2 方向への揺動が規制される。退避空間
部21ｄに浮動くさび部材３が収納され、噛合が解除されることで、ギヤ部４は、矢印Ｎ3 

方向への揺動が自由になる。ギヤ部４（背部Ｂ）が所定量（ギヤ部４の始点部迄）矢印Ｎ

3 方向へ揺動すると、ギヤ部４の押出突部４ｂが、浮動くさび部材３に当接し、浮動くさ
び部材３を退避空間部21ｄから押し出す。浮動くさび部材３は、ギヤ部４と噛合し、矢印
Ｎ3 方向へのギヤ部４（背部Ｂ）の揺動をくさび作用によって規制する。再び、図５（ａ
）の状態となり、矢印Ｎ2 方向へのギヤ部４の揺動を可能にし、背部Ｂを所望の位置で維
持（保持）可能となる。即ち、浮動くさび部材３は、歯面31がギヤに噛合しかつ当接面32
がくさび面21ａに当接しギヤ部４が一方向（矢印Ｎ3 方向）へ揺動を抑制する。
【００２６】
　ここで、使用者の所望の傾倒（揺動）角度にされた背部Ｂに、使用者がもたれかかると
、浮動くさび部材３の歯面31とギヤ部４との噛合部に力（面圧等）が発生する。この力は
、一対の浮動くさび部材３，３及び一対のギヤ部４，４に分散される。くさび形窓部21の
くさび面21ａや浮動くさび部材３及びギヤ部４に係る荷重（面圧等）は、浮動くさび部材
３やギヤ部４及びくさび形窓部21を各々１つ設けた場合に比べて半分になる。浮動くさび
部材３及びギヤ部４が小型・薄型であっても十分に荷重を支持可能にする。
【００２７】
　一対の浮動くさび部材３，３は一対のギヤ部４，４を挟持状に保持する。仮に、ギヤ部
４が荷重によって揺動しようとすると、一方の浮動くさび部材３は一方のギヤ部４から噛
合が解除される方向に逃げようとする。逃げようとする力は、壁部２を介して１８０度回
転対称位置の他方の浮動くさび部材３をギヤ部４方向に食い付かせる。荷重によってギヤ
部４から浮動くさび部材３は離間せず、荷重を支持している状態では、常に噛合状態を保
持する。また、１８０度回転対称位置に均等に荷重（面圧）を発生させる。一方又は他方
のくさび形窓部21や浮動くさび部材３及びギヤ部４に極端な応力集中が発生するのを防止
する。くさび形窓部21や浮動くさび部材３及びギヤ部４の小型化及び薄型化を可能にする
。また、各浮動くさび部材３と各ギヤ部４とがスムーズに接触・離間する。仮に、ギヤ部
４が一方の浮動くさび部材３から離間するように逃げようとする場合があっても、一方の
浮動くさび部材３とは１８０度回転対称位置に配設された他方の浮動くさび部材３により
逃げるのが規制される。
【００２８】
　一対の壁部２，２内は、円環保護部42により保護される。ソファー内部のクッション部
材の屑片及びゴミ等が、ギヤ部４や、ギヤ部４と浮動くさび部材３との噛合部、浮動くさ
び部材３とくさび形窓部21との接触部や摺動部、に侵入するのを防止する。
【００２９】
　壁部２の第１外周面２ｂ及び円環保護部42の第２外周面42ｂが面一状となっているので
、揺動した際（傾倒角度の調整をする際）に、布生地やクッション等の巻き込みを防止す
る。また、ソファーの内部で、クッションや生地等の損傷を防止する。
【００３０】
　円環保護部42が一対のギヤ部４，４を包囲し、円環保護部42と一対のギヤ部４，４とが
連結されることで、取付片部45の基端側45ａ（ギヤ部４，４から取付片部45が突設される
根元部分）に応力が集中するのを防止する。
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【００３１】
　また、バネ線材５を壁部２の外側面２ａ，２ａに設けることで、両側から浮動くさび部
材３を弾発付勢する際、外側面２ａをガイド面とし、ギヤ部４にこじれることなく歯面31
を噛合させる。バネ線材５を一対の壁部２，２の外側に設けることで、間隔寸法Ｔをより
小さく設定可能にする。揺動ケース部材20及び揺動ギヤ部材40を薄型に設定可能にする。
【００３２】
　また、図１及び図４に於て、屈折状態から直線状態となる方向へ揺動するのを浮動くさ
び部材３が抑制している。ここで、図１及び図４では浮動くさび部材３が挿通されていな
かったくさび形窓部21，21に浮動くさび部材３，３を移設する（図１及び図４で浮動くさ
び部材３を各々挿通させているくさび形窓部21，21に対して、第１軸心Ｃ1 を対称軸とし
て９０度の回転対称位置に配設されたくさび形窓部21，21に、浮動くさび部材３を各々挿
通させる）と、直線状態から屈折（傾斜）状態へ揺動するのを抑制して揺動（傾倒）角度
傾倒が調節可能のものに切り換わる。
【００３３】
　例えば、図６のように、揺動ケース部材20の取着片部25をソファーの固定側である側壁
部Ｄに取着し、揺動ギヤ部材40の取付片部45をソファーの揺動側である肘掛部Ｃに取着し
た場合に、起立状の側壁部Ｄに肘掛部Ｃが水平状となってる図６（ａ）の状態から、肘掛
部Ｃを起立状にした図６（ｂ）の状態までの、肘掛部Ｃの傾倒角度を調整可能となる。肘
掛部Ｃ（揺動ギヤ部材40）は、ソファーに着座した人からソファーの外方向へもたれかか
るような荷重を受けるが、浮動くさび部材３によって、肘掛部Ｃ（ギヤ部４）の揺動は抑
制される。
【００３４】
　９０度毎の回転対称位置にある４つのくさび形窓部21，21，21，21内から、適時、１８
０度の回転対称位置となる２つのくさび形窓部21，21を選択し、浮動くさび部材３，３を
挿通（移設）させることで、角度調整の開始姿勢が切り換わる。
【００３５】
　言い換えると、傾倒（傾斜）角度を所望の位置にする際に、図１及び図４に示した角度
調整を始めるスタートの姿勢が一文字直線状であって、Ｌ字状に折り畳む迄の間で傾倒（
揺動）角度を設定可能なものと、図６に示したスタート姿勢が倒立Ｌ字状であって、直線
状に展開する迄の間で傾倒角度を設定可能なものと、に切り変わる。
【００３６】
　さらに言い換えると、揺動ケース部材20を垂下状に固設した場合では、図６に示したよ
うな倒立Ｌ字状をスタート姿勢とする場合と、起立直線状をスタート姿勢とする（図４を
反時計廻りに９０度反転したような）場合と、にスタート開始姿勢が９０度切り換わると
も言える。
【００３７】
　即ち、浮動くさび部材３，３を、移設すれば、ソファーの背部、肘掛部、ヘッドレスト
部等の、様々な揺動箇所の角度調整に対応する。
【００３８】
　次に、第２の実施の形態を図７に示す。
　一対の壁部２，２と、一対のギヤ部４，４と、一対の浮動くさび部材３，３を具備し、
　一対の壁部２，２の各々に、第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置に、
２つのくさび形窓部21，21を配設したものである。その各くさび形窓部21，21に、浮動く
さび部材３，３を挿通させているものである。くさび形窓部21のくさび面21ａを、第１軸
心Ｃ1 と偏心し、かつ、第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置となる第２
軸心Ｃ2 を順次中心とした円弧状に形成している。第１の実施の形態と同様に、ギヤ部４
や浮動くさび部材３にかかる力（荷重）を、１８０度回転対称位置に配設される一対のギ
ヤ部４，４と一対の浮動くさび部材３，３に各々対応させて支持する。浮動くさび部材３
を挟持状に接触させて面圧を軽減させ、バランス良く揺動を抑制する。各浮動くさび部材
３が各ギヤ部４に対して接触・離間することで揺動角度を調節可能する。
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【００３９】
　なお、本発明は、設計変更可能であって、例えば、揺動ケース部材20は、１枚の板状部
材を折曲げ成型して形成しても良い。また、取着片部25及び取付片部45に、ネジ孔を形成
しても良い。
【００４０】
　以上のように、本発明は、第１軸心Ｃ1 廻りに揺動可能かつ第１軸心Ｃ1 を中心として
外歯型に形成された一対の円弧状ギヤ部４，４と、第１軸心Ｃ1 を対称軸として９０度毎
の回転対称位置に配設された４つのくさび形窓部21，21，21，21と、くさび形窓部21内に
て移動可能に配設されかつ一面側がギヤ部４に噛合可能な歯面31とされ他面側がくさび形
窓部21の外方側のくさび面21ａに当接する当接面32とされて歯面31がギヤ部４に噛合しか
つ当接面32がくさび面21ａに当接しギヤ部４が一方向へ揺動するのを抑制する浮動くさび
部材３と、を具備し、第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置に一対の浮動
くさび部材３，３を配設し、さらに、４つのくさび形窓部21のくさび面21ａは、第１軸心
Ｃ1 と偏心し、かつ、第１軸心Ｃ1 を対称軸として９０度毎の回転対称位置となる第２軸
心Ｃ2 を順次中心とした円弧状に形成されているので、ギヤ部４や浮動くさび部材３にか
かる力（荷重）を均等に分散させ軽減できる。ギヤ部４と浮動くさび部材３及び角度調整
金具全体を小型・薄型にできる。ギヤ部４，４を挟持状に浮動くさび部材３を接触させ、
バランス良く、揺動を抑制できる。均等に荷重がかかり確実に支持できる。耐久性を向上
できる。角度の調整が可能となるスタート姿勢を９０度切り換えることができる。様々な
揺動箇所に対応できる。
【００４１】
　また、第１軸心Ｃ1 廻りに揺動可能かつ第１軸心Ｃ1 を中心として外歯型に形成された
一対の円弧状ギヤ部４，４と、第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置に配
設された２つのくさび形窓部21，21と、くさび形窓部21内にて移動可能に配設されかつ一
面側がギヤ部４に噛合可能な歯面31とされ他面側がくさび形窓部21の外方側のくさび面21
ａに当接する当接面32とされて歯面31がギヤ部４に噛合しかつ当接面32がくさび面21ａに
当接しギヤ部４が一方向へ揺動するのを抑制する浮動くさび部材３と、を具備し、第１軸
心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置に一対の浮動くさび部材３，３を配設し、
さらに、２つのくさび形窓部21のくさび面21ａは、第１軸心Ｃ1 と偏心し、かつ、第１軸
心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置となる第２軸心Ｃ2 を順次中心とした円弧
状に形成されているので、ギヤ部４や浮動くさび部材３にかかる力（荷重）を均等に分散
させ軽減できる。ギヤ部４と浮動くさび部材３及び角度調整金具全体を小型・薄型にでき
る。ギヤ部４，４を挟持状に浮動くさび部材３を接触させ、バランス良く、揺動を抑制で
きる。均等に荷重がかかり確実に支持できる。耐久性を向上できる。
【００４２】
　また、一対の平行な板状の壁部２，２と、壁部２，２間に設けられ第１軸心Ｃ1 廻りに
揺動可能に枢結されると共に第１軸心Ｃ1 を中心として外歯型に形成された一対の円弧状
ギヤ部４，４と、一対の壁部２，２の各々に第１軸心Ｃ1 を対称軸として９０度毎の回転
対称位置に配設された４つのくさび形窓部21，21，21，21と、くさび形窓部21内にて移動
可能に配設されかつ一面側がギヤ部４に噛合可能な歯面31とされ他面側がくさび形窓部21
の外方側のくさび面21ａに当接する当接面32とされて歯面31がギヤ部４に噛合しかつ当接
面32がくさび面21ａに当接しギヤ部４が一方向へ揺動するのを抑制する浮動くさび部材３
と、を具備し、第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置に一対の浮動くさび
部材３，３を配設し、さらに、４つのくさび形窓部21のくさび面21ａは、第１軸心Ｃ1 と
偏心し、かつ、第１軸心Ｃ1 を対称軸として９０度毎の回転対称位置となる第２軸心Ｃ2 

を順次中心とした円弧状に形成されているので、ギヤ部４や浮動くさび部材３にかかる力
（荷重）を均等に分散させ軽減できる。ギヤ部４と浮動くさび部材３及び角度調整金具全
体を小型・薄型にできる。ギヤ部４，４を挟持状に浮動くさび部材３を接触させ、バラン
ス良く、揺動を抑制できる。均等に荷重がかかり確実に支持できる。耐久性を向上できる
。角度の調整が可能となるスタート姿勢を９０度切り換えることができる。様々な揺動箇
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所に対応できる。
【００４３】
　また、一対の平行な板状の壁部２，２と、壁部２，２間に設けられ第１軸心Ｃ1 廻りに
揺動可能に枢結されると共に第１軸心Ｃ1 を中心として外歯型に形成された一対の円弧状
ギヤ部４，４と、一対の壁部２，２の各々に第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転
対称位置に配設された２つのくさび形窓部21，21と、くさび形窓部21内にて移動可能に配
設されかつ一面側がギヤ部４に噛合可能な歯面31とされ他面側がくさび形窓部21の外方側
のくさび面21ａに当接する当接面32とされて歯面31がギヤ部４に噛合しかつ当接面32がく
さび面21ａに当接しギヤ部４が一方向へ揺動するのを抑制する浮動くさび部材３と、を具
備し、第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置に一対の浮動くさび部材３，
３を配設し、さらに、２つのくさび形窓部21のくさび面21ａは、第１軸心Ｃ1 と偏心し、
かつ、第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置となる第２軸心Ｃ2 を順次中
心とした円弧状に形成されているので、ギヤ部４や浮動くさび部材３にかかる力（荷重）
を均等に分散させ軽減できる。ギヤ部４と浮動くさび部材３及び角度調整金具全体を小型
・薄型にできる。ギヤ部４，４を挟持状に浮動くさび部材３を接触させ、バランス良く、
揺動を抑制できる。均等に荷重がかかり確実に支持できる。耐久性を向上できる。
【００４４】
　また、一対のギヤ部４，４と、一対のギヤ部４，４から突設される取付片部45と、一対
のギヤ部４，４を浮動くさび部材３が挿通する逃がし窓部43，43を介して第１軸心Ｃ1 を
中心として円形状に包囲する円環保護部42と、一対のギヤ部４，４の取付片部45の突設側
とは反対側から突設され円環保護部42と一対のギヤ部４，４を連結する連結部44と、を一
体状に形成した板状の揺動ギヤ部材40を備えたので、ギヤ部４，４及び取付片部45の基端
部45ａの強度を向上できる。耐久性を向上できる。ギヤ部４を保護できる。プレス成型等
で容易かつ安価に製作できる。ソファー内部等で、限られた取付空間が狭い場所であって
も取着できる。
【００４５】
　また、壁部２，２を第１軸心Ｃ1 を中心とした円形板状に形成し、壁部２，２の第１半
径寸法Ｒと、円環保護部42の第２半径寸法ｒと、を相等しく設定したので、一対の壁部２
，２内へのゴミの侵入を阻止できる。ゴミ等の侵入による動作不良や故障を防止できる。
ソファーや座いす等のスポンジクッションや布生地や革生地等が巻き付くのを防止できる
。生地やクッション等の損傷を防止できる。
【００４６】
　また、一対の壁部２，２の間隔寸法Ｔと、円環保護部42の第１軸心Ｃ1 方向の厚み寸法
ｔと、を同等に形成したので一対の壁部２，２内へのゴミの侵入を阻止できる。ゴミ等の
侵入による動作不良や故障を防止できる。ソファーや座いす等のスポンジクッションや布
生地や革生地等が巻き付くのを防止できる。生地やクッション等の損傷を防止できる。一
対の壁部２，２が内方側に潰れて変形するのを防止できる。
【００４７】
　また、所定長さの一文字状に形成されたバネ線材５の一方端５ａが当接する当接ピン部
22と、他方端５ｂが枢支される枢軸ピン部23と、を壁部２，２の外側面２ａ，２ａであっ
て、かつ、各くさび形窓部21の周方向の両端各近傍に突設し、くさび形窓部21から露出し
た浮動くさび部材３に、バネ線材５を当接させ、ギヤ部４へ押し付ける方向に弾発付勢す
るように構成したので、浮動くさび部材３をこじれることなくギヤ部４に噛合できる。一
対の壁部２，２内にバネ線材５を設けないので間隔寸法Ｔを小さく設定でき、ギヤ部４の
厚み寸法ｔを薄くできる。当接ピン部22及び枢軸ピン部23を僅かに突出させるだけで、バ
ネ線材５を付設できる。つまり、角度調整金具全体を薄型にできる。バネ線材５を容易か
つ安価に製作できる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の角度調整金具の第１の実施の形態を示す要部側面図である。
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【図２】分解斜視図である。
【図３】斜視図である。
【図４】作用を説明する要部側面図である。
【図５】作用を説明する要部側面図である。
【図６】作用を説明する要部側面図である。
【図７】第２の実施の形態の要部側面図である。
【符号の説明】
【００４９】
　　　２　壁部
　　　２ａ　外側面
　　　３　浮動くさび部材
　　　４　ギヤ部
　　　５　バネ線材　
　　　５ａ　一方端
　　　５ｂ　他方端
　　　21　くさび形窓部
　　　21ａ　くさび面
　　　22　当接ピン部
　　　23　枢軸ピン部
　　　31　歯面
　　　32　当接面
　　　40　揺動ギヤ部材
　　　42　円環保護部
　　　43　逃がし窓部
　　　44　連結部
　　　45　取付片部
　　　Ｃ1 　第１軸心
　　　Ｃ2 　第２軸心
　　　Ｒ　第１半径寸法
　　　ｒ　第２半径寸法
　　　Ｔ　間隔寸法
　　　ｔ　厚み寸法
【要約】
【課題】荷重を十分に支持し、小型かつ薄型の角度調節金具を提供する。
【解決手段】第１軸心Ｃ1 廻りに揺動可能かつ第１軸心Ｃ1 を中心として外歯型に形成さ
れた一対の円弧状ギヤ部４，４と、第１軸心Ｃ1 を対称軸として90度毎の回転対称位置に
配設された４つのくさび形窓部21，21，21，21と、くさび形窓部21内にて移動可能に配設
されかつ一面側がギヤ部４に噛合可能な歯面31とされ他面側がくさび形窓部21の外方側の
くさび面21ａに当接する当接面32とされて歯面31がギヤ部４に噛合しかつ当接面32がくさ
び面21ａに当接しギヤ部４が一方向へ揺動するのを抑制する浮動くさび部材３と、を具備
し、第１軸心Ｃ1 を対称軸として１８０度の回転対称位置に一対の浮動くさび部材３，３
を配設し、さらに、４つのくさび形窓部21のくさび面21ａは、第１軸心Ｃ1 と偏心し、か
つ、第１軸心Ｃ1 を対称軸として９０度毎の回転対称位置となる第２軸心Ｃ2 を順次中心
とした円弧状に形成されている。
【選択図】図１
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【図３】 【図４】
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【図７】
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